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場を尋ねたら、 「目白の駅からバスに乗って、江原中野通のバス停で降りて、そこに小川産婦人科という医者があるから、そこから少し入った銀杏の木のそばにあります」と教えて下さいました。従妹は習わないけれども、二人で行ったんです。 も小川産婦人科がわからなくて。私は詰襟の学生服で従妹はセーラー服。誤解されそうで、産婦人科がどこ と聞くわけにいきませんでした。三浦
　
幼少時から狂言をお稽古している方は、謡や舞を
小さい頃から叩き込まれている 思いますが、高校生になって狂言を始めたというこ は、理知的にいろ ろと考え がらお稽古を積まれた ではない しょう 。石田
　
稽古では余計なことを考えないで、とにかく真似
















音楽劇としての能では詞章のすべてが謡なので、謡には音楽であると同時に演劇的・文学的表現が要求されるのに対して、せりふ劇としての狂言では、謡はせりふとは別 抒情的・詠嘆的に謡い上げられる要素として位置づけられ、そのかぎ においては能の謡よりも端的に音楽そのものである いえる。
これも能と狂言を比較するところから出てきた特徴ですが、狂言のなかで歌 謡うのには、それなりの演劇的な特別な意味がある 言っている だ 思います。　
同じく『能楽大事典』によると、狂言 現行曲二六三








があっても和解して仲直りする。そのときに言葉で 足りなくて謡になる、動きではなくて舞になっていく。狂言の場合、歌を通じてもう一つ大きな世界 昇華していくんです。だから歌の入 狂言がある　
逆にうかがいたいのは、最近、酒盛りの狂言が結構多




















































































































ら始めます。その次に〈花の袖〉と う、これも酒宴でよく舞う短い です。 〈柳の下〉と〈花 袖〉に続 て何曲か稽古して〈七つ子〉になるん す。私に習っているお素人の方が飲み屋さんで「今、何習ってるの？」と聞かれて、 〈袖の下〉って答えたんですね。 〈柳 下〉〈花の袖〉がごっちゃになったんでしょうね。で、思わず「俺はもらっ ねえ」って言 たんですけど。　
本題に戻ると、我々のなかでは「セリフは歌え、謡は






















れます。囃子物は祭礼の風流の歌謡などを真似したものと言われていて、 〈末広かり〉や〈蝸牛〉など、沢山の狂言に出てきます。狂言 能 謡の影響を受けている言われていますが、 〈蝸牛〉で謡われる「あーめもかーぜも」に聞かれるリズムは「 ノリ」というもので、狂言独特のリズムになっ ます。　
狂言はこのようにいろいろな芸能から歌謡を摂取して














































要もないと思います。第二が「セリフとして謡われるもの」 。これは、ある情感を込めるため、歌 セリフが謡われる のですね。先ほど言われていましたが、最
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と、夕日が山の端に掛かっている情景を言うと、 「めいめいざらり。ざらりざらりと。梅はほろりと落つるとも。鞠は枝にとまった。とまったとまった。 まり まりとまった。トットット」と謡う。　
この謡を最初に聞いたとき、ものすごく不思議な思い





















ど、奥さんが怖くて行かれない。それで「この世は無常だから これから回国修 の旅に出ようと思う」と、奥さんを説得しようとします。修行期間を聞か て一〇年と答えると、駄目だって言われてしまう。それで、何だかんだ言って、一晩だけ、それも持仏堂に籠って座禅をするということでＯＫをもらう。男は喜んで行こうとするものの少し危険を感じて 太郎冠者に座禅衾を被らせて自分の身代わりを せる。それか 男は出掛けていきますが、太郎冠者が身代わりになっていることを知った奥さんは、 が座禅衾を被 待っている が前半でございます。　
後半は、朝帰りした男が花子との逢瀬の話を延々と

















の愛の美しさを大事にしているところですねえ。花子と別れた男は朝帰りする様子を、橋掛リを長い帰り道に見立てて歩みつつ、ふっと振り向い 、名残惜しさに戻ってきて、空を見ると月が光っている。この場面の謡はかなり高音が出 くるアリア的な ので、本当はトレーニングしないと出ないんですが、少し謡 てみ す。　　
♪〈花子〉より小歌の実演（〽遥々と…）
男は、太郎冠者にのろけ話をしたいけど、目の前 すると恥ずかしいから、衾を被ったまま聞 てくれ 頼んいる。最後になって「長々とのろけ話 して悪かったな、もう衾を取ってくれ」と言うと 奥さんとご対面となる。三浦
　〈花子〉には男の身勝手さを感じることがありま













結末が導かれる、祝福がもたらされる、そ な謡を石田先生に謡って頂いて 終わりにしたいと思い す石田
　
先ほど申しましたように、狂言のなかには、諍












和泉流狂言師。一九四九年八月三日生。東京都出身。都立忍岡高校在学中より野村万作に師事。大胆かつ緻密な演技に定評を持つ野村万作家の重要な演者 数多くの優れた舞台歴 誇る 六六年〈茸〉で初舞台。七九年〈三番叟〉 、八七年〈釣狐〉 、九〇年〈花子〉を披く。二〇〇一年、シテ方宝生流能楽師の田崎隆三とともに「雙ノ会」を設立。〇六年、 「雙ノ会」で芸術祭大賞を受賞 一一年、観世寿夫記念法政大学能楽賞を受賞。新しい試みの舞台にも意欲的に取り組み〈法螺侍〉 〈まちがいの狂言〉 〈敦
atsushi ─山月記・名人





































































































































　（例） 〈伊文字〉 舟渡聟 などイロ
　「あら名残惜しや。
こなたも名残惜し
けれど。あの日を御覧うぜ」
謡
　　
「山の端にかかった。めいめいざらり。
ざらりざらりと 梅はほろりと落つとも。鞠は枝にとまった。とまったとまった とまりとまりとまった。
 
トットット」
イ
　
歌舞の後にセリフのあるもの（和解の強調、または破綻）
　（例） 〈棒縛〉太郎冠者は盃に映る主人の顔を
見て、その様子を謡に作る場面
　
Ⅲ
　
歌かセリフかが曖昧な形で謡われるもの
　
…高度の形でセリフと歌が結び付いたもの（例） 〈花子〉一晩、持仏堂に籠って座禅をすると
妻に嘘を付いて花子のもとを訪れた男が、夢見心地で帰ってくる場面
狂言のなかの歌謡の特徴　
Ⅰ
　
音楽性・舞踊性を高めると同時にセリフ劇における歌舞であること
　
Ⅱ
　
狂言らしい飄逸性や諧謔性を追求するもの
　
Ⅲ
　
流動的存在（選択・省略・追加の可能性）
　
Ⅳ
　
模倣性（他ジャンルの歌謡への憧憬、他ジャンルの歌謡を踏まえた諧謔性）
